
令和5年度IoT技術研究会のご案内

マイコンモジュールM5Stackによる
生産現場のデータ収集・管理

IoT技術の成熟により、関連する技術の選択肢が広がる一方で、企業現場か
ら「何を使って始めたら良いのか分からない」、「生産現場でどのように活用
すれば良いのか分からない」といった声も寄せられています。
本年度、座学から現場導入まで一貫して支援するため、座学実習によるIoT

技術の解説、現場訪問による生産現場におけるIoT導入支援、として研究会を
開催します。
そこで、座学実習後に参加企業を訪問させていただき、現場へのIoT導入支

援を考えていますので、貴社における課題（データ取得したい対象など）を事
前にお知らせいただければ幸いです。

参加
無料

データ収集・
可視化

座学実習（ IoT技術の解説）

２回に分けて、M5Stackを使ったセンサデータ収集方法（クラウドサー
ビスによる管理まで）を、座学と実習を通して修得していただきます。

現場訪問（生産現場におけるIoT導入支援）

ご参加いただいた企業様毎に訪問させていただき、M5Stackなどの設置・
設定を企業様と協力して取り組むことで、各生産現場におけるIoT活用の第
一歩を支援します。

PC

インター
ネット

Ambient
（無料のクラウドサービス）

無線
（ＷｉＦｉ）実習で使用する

IoTデバイス

アナログ電圧・電流
シリアル通信など

スイッチ・センサ

信号灯

モータ

生産設備

Web API
（受信処理）

オリジナル
拡張基板

M5Stack

センサ
モジュール

通信
モジュール

センサ選定 センサ設置



◆内容 第1回「M5Stack の概要と UIFlow によるプログラミング」

（１）M5Stack とオリジナル拡張基板の紹介

（２）UIFlow の使い方、UIFlow によるセンサ読み取り実習

（３）研究成果の紹介「生産設備のIoT化による企業現場のデジタル化の事例」

第2回「クラウドサービスを利用したデータ管理・可視化」

（１）無料クラウドサービス（Ambient）の紹介

（２）UIFlowによるWiFi通信実習

◆日時 第1回 令和5年9月6日（水） 13時00分～17時00分

第2回 令和5年9月20日（水） 13時00分～16時00分

◆場所 工業技術センター 電子技術開発棟

（佐賀市鍋島町八戸溝114）

◆使用機材（工業技術センターで準備します）

（１）実習用パソコン（OS:Windows 10）

（２）M5Stack 、オリジナル拡張基板、センサなど

◆参加費 無料

◆定員 １０名（５社）  ※佐賀県内企業の方に限らせていただきます

◆申込み方法 締切り：8月30日（水）

申込書に必要事項をご記入の上、

Email（seisan@saga-itc.jpあて）でお申込みください。

申込みの際に、貴社における課題（データ取得したい対象など）をご記入ください。

【問い合わせ先】

工業技術センター 生産技術部 福島、中野、大坪

TEL：0952-30-8237 E-mail：seisan@saga-itc.jp

【現場訪問の予定】
お申し込みいただいた企業様毎に別途調整・・・・・・・・10月上旬以降

座学実習（IoT技術の解説）

研究会終了後、基板はコネ
クタなどの電子部品といっ
しょにお持ち帰りいただけ
ます。簡単なはんだづけで
製作できます。

M5Stackは当センターが設計したオリジナル拡張基板と組み合わせて使用します。ビ
ジュアルプログラミング、多様な入力に対応、製作・取付簡単な特徴から現場ですぐ
に試すことができます。

実習で使用するIoTデバイス
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